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優良図書の推奨　平成２０年８月分








○森のすみか　モモンガクルルの物語


さくらいともか／著


【小学生（中学年）向け】





モモンガのクルルは、あなぐまのズーイと出会った時には一人ぼっちだった。はじめは、クルルにとって敵か味方かわからないズーイだったが、信頼のおける友だちになっていく。


話が進むにつれ、登場する森の中の様々な動物たちの力関係がわかってくる。そして、それを超えた動物どうしの気持ちの通じ合いが描かれている。


たとえ敵であっても、心を持って頼られた時にはその気持ちを受け入れることの大切さを感じ、仲間っていいなと思える一冊である。





福音館書店　\1,700（税別）


ISBN978-4-8340-2340-4　198P　22×15cm　NDC913





○サルが木から落ちる　熱帯林の生態学


スーザン・E・クインラン／絵・文　藤田千枝／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





熱帯林に住む動植物を通して、自然界で生き物たちが営みを続ける姿を、生物学者、動物学者が長年の調査・研究をもとに、わかりやすく紹介している。


ある計算では、人間による開発で、中央アメリカ、南アメリカの熱帯林は、１時間に７.５平方キロメートルの速さで消えているという。もしこの速さで破壊が進めば、今世紀前半で、熱帯林はほとんど消えしてしまうだろうと著者は述べている。


環境問題に直面する現代の子どもたちに、ぜひ読んでほしい。





さ・え・ら書房　\1,500（税別）


ISBN978-4-378-03898-8　175P　20×14cm　NDC462





○フュージョン


濱野京子／著


【小学生（高学年）、中学生向け】





中学二年生の朋花は、優等生だが心の中では毒づいている。


ウサを晴らすように自転車をとばして着いた公園で、偶然「ダブルダッチ」（２本のロープを使って様々な跳び技を披露する競技）に出会う。ダブルダッチとの出会いをきっかけに、今まで関わってこなかった子たちと関わりあい、先生や親と向かい合うことになる。


夢中になれることを見つけ、上達しようと懸命に取り組むことが、どんなに心を豊かにし、自信をもたせてくれることかを教えてくれる。





講談社　\1,300（税別）


ISBN978-4-06-214484-1　250P　20×14cm　NDC913





○ホーミニ・リッジ学校の奇跡！


リチャード・ペック／著　斎藤倫子／訳


【小学生（高学年）、中学生向け】





1904年の夏休みが終わる直前、インディアナ州の田舎町にある小さな学校の女性教師が急死した。向学心に欠ける主人公のラッセルと弟のロイドは学校閉鎖を願うが、代理教師としてやってきたのは、二人の姉である１７歳のタンジーだった。


教育熱心でタフなタンジーと、個性豊かな生徒たちの攻防がはじまり、次々にとんでもない事件が引き起こされるが、タンジーの正式採用試験の日に、奇跡が起きる。


愉快でほろっとさせる作品で、古きよきアメリカの郷愁を感じさせてくれる一冊である。








東京創元社　\1,800（税別）


ISBN978-4-488-01959-4　262P　20×14cm　NDC933





○伴走者たち　障害のあるランナーをささえる


星野恭子／著


【小学生（高学年）、中学生、高校生／勤労青年向け】





副題に「障害のあるランナーをささえる」とある。その人たちとともに走る人やサポートする人を取材したノンフィクション作品。


伴走はただ一緒に走るだけではなく、知識と技術が要求される。よい伴走者の条件は相手への思いやりと気づかいのできる人。理想の伴走とはランナーがロープの存在を忘れ、まるで一人で走っている感覚になることと言われる。


著者自身も伴走者への苦労と努力を重ね、ランナーへの心づかいが息づく一冊である。








大日本図書　\1,600（税別）


ISBN978-4-477-01929-1　179P　20×14cm　NDC369





○あのころ、先生がいた。


伊藤比呂美／著


【中学生向け】





著者は５０代の女性詩人。小学生から高校生のころに出会った、忘れられない先生とのステキな思い出をユーモアをまじえて描く。


子どものころ、親の次に身近な存在だった「先生」。あのころ先生たちが教えてくれたことや見せてくれた生き様が、今になって自分の中にずっしりと根付いていることを、わかりやすい表現で思春期の子どもたちに伝えてくれる。


等身大のおとなの姿と「出会い」のかたちを豊かに描き出す一冊である。








理論社　\1,200（税別）


ISBN978-4-652-07831-0　140P　20×14cm　NDC916





○あなたはそっとやってくる


ジャクリーン・ウッドソン／著　さくまゆみこ／訳


【中学生、高校生／勤労青年向け】





アメリカの女性作家が書いた、１５歳の黒人男子生徒と白人女子生徒の淡くて切ない初恋物語。


まわりの人々の視線や暴言など気にならない、二人だけの世界に入って楽しいばかりの初恋。しかし現実は黒人に対する人種差別、警察の暴力など二人をとりまく環境は厳しい。


多感な時期の少年少女のラブストーリーは、後悔しないために、与えられた時間のなかで、大切な人をしっかり愛するということを教えてくれる。





あすなろ書房　\1,400（税別）


ISBN978-4-7515-2206-6　223P　20×14cm　NDC933





○医学のたまご


海堂尊／作


【中学生、高校生／勤労青年向け】





中学一年生の薫は文科省の「潜在能力試験」で全国１位になってしまう。（とはいっても、父親が薫を試験台にして作り上げた問題だったから当たり前だった。）


「ごくフツーの中学生」の薫が、大学の医学部で医学の研究をすることになった。


ところが、薫が思わぬ実験結果を出したことから事態は大変なことに。医学界という大人の社会に巻き込まれていく。


中高生にとって、勉強するということや生き方を考えるのに楽しく読める一冊である。





理論社　\1,300（税別）


ISBN978-4-652-08620-9　277P　20×14cm　NDC913





○ゆりちかへ　ママからの伝言


テレニン晃子／著


【中学生、高校生／勤労青年、親向け】





著者は、妊娠中に悪性腫瘍がわかり、出産・育児をしながら闘病生活を送っていたが、およそ２年半後に亡くなった。


本書は、その間に綴った娘へのメッセージと闘病記である。


「パパのこと」、「けんか」、「お友だち」、「女の子ということ」など、我が子のために一生懸命将来の道を照らそうと書き残された言葉、闘病記で綴られた健康、家族、病院、医者との関係等、一つ一つの言葉が胸をうつ。


若い人たちにも、著者の心の言葉を読みとってほしい。





書肆侃侃房（しょしかんかんぼう）　\1,300（税別）


ISBN978-4-902108-62-0　149P　19×13cm　NDC916





○友だち幻想　人と人の＜つながり＞を考える


菅野仁／著


【高校生／勤労青年、一般向け】





身近な人との親しいつながりが大事だと思っていて、そのことに神経がすり減るくらい気を遣っている。それなのにうまくいかないのはなぜか。


現代の若者のコミュニケーションの特徴を、「メール即レス」、「同調圧力」、「コミュニケーション阻害語」など、さまざまなキーワードにしたがって分析し、人と人とのつながりについて考える。


人間関係に悩み傷つく若者たちが、対人関係を前向きに捉え直すきっかけになる一冊である。





筑摩書房　\720（税別）


ISBN978-4-480-68780-7　156P　18×11cm　NDC361.4











